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第３章 「栃木の水産」が目指す方向性 

漁場の活性化に向けて、水産資源の増殖や漁業調整等による漁場の適正管理

等により本県内水面漁業の魅力向上を図るとともに、県産水産物の興味関心

を向上させ、消費拡大を図ります。 

 

〇展開のイメージ図 

【基本目標】 漁場の活性化と魚の消費拡大

【将来像】

・河川湖沼は水産資源が豊富で、多くの遊漁者で賑わっています。

・観光地だけではなく、県産魚が家庭用としても流通し、地域に根ざした

食材として食べられています。
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【基本方策】

【施策展開をサポート】

栃木県内水面漁場管理委員

会による適正な漁業調整

試験研究と

技術の普及

市町や関係機関

との連携

水域保全

情報の発信
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